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Abstract: The purpose of this study was to extract current issues associated with the understanding of tackling 
techniques taught by college football coaches in Japan. The goal was to acquire fundamental information for 
a coaching method that would promote safe and effective tackling techniques. A total of 99 college football 
coaches from Japan (mean age 36.7±0.5 years) took part in the study. A questionnaire was conducted in order to 
understand key points that were considered important in their coaching methods. The results and observations can 
be summarized as follows. 
1. Tackling techniques taught by football coaches in Japan often lead to concussions. This is due to coaching 
methods that focus heavily on tackling techniques with high concussion risks, and placing no importance on 
HUT-based tackling. In addition, their understanding of the “Hit” phase and “HUT” varies, leading to a greater 
possibility of teaching tackling with a high risk of concussion. 
2. Regardless of factors such as age, the position taken as an active player, the instructor’s income, and coaching 
qualifications, coaches who do not have much player or coach experience have an increased tendency to teach 
tackling techniques associated with high risks of concussion and injury. 
3. In order to prevent concussions and promote safer tackling coaching in Japan, it is crucial for coaches 
who have little experience in playing or coaching to have access to appropriate information and education 
opportunities, and for coach certification programs to be improved.
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という重篤な後遺症の発症が報告（Bennet et al., 
2005）された．その結果，後遺症に伴う訴訟や競
技人口の減少などが問題として取り上げられてお




ある USA Football は，アメリカンフットボール
の安全性改善やコーチの質保障，および指導法
の向上を目的として，2012 年に 7 つのプログラ
ムから構成される Heads Up Football というプロ
ジェクトを立ち上げた（USA Football, online）．











（Broglio et al., 2014; Crisco et al., 2010）とする報
告や，アメリカンフットボール競技中に頭部への
衝撃を受けることが頭頚部外傷の要因となりうる























































ら 2010 年の 20 年間に行われた秋季公式戦 3367















































PLAYER SAFETY COACH HIGH SCHOOL TRAIN-


















































問 20 項目について Cronbach の α 係数を求めた．
結果として，一般に十分な信頼性の目安とされる











































































































31 名（4.7 ± 1.9 年），「社会人での経験あり」が


























9 名，「収入なし」が 90 名であった．
1.5	 年齢
対象者の年齢の平均値は 36.7 ± 0.5 歳であっ
た．本研究では，29 歳以下の指導者を「20 代以
下」，30 歳から 49 歳の指導者を「30―40 代」，50
歳以上の指導者を「50 代以上」として 3 群に分
類を行い，「20 代以下」が 34 名（24.3 ± 2.1 歳），
「30―40 代」が 50 名（39.8 ± 5.7 歳），「50 代以上」






























10 年未満の指導者を「10 年未満」，10 年から 19
年間の経験を持つ指導者を「10―20 年未満」，20
年以上の経験を持つ指導者を「20 年以上」とし
て 3 群に分類を行い，「10 年未満群」が 60 名（3.8
± 2.9 年），「10―20 年未満」が 26 名（13.4±2.9 年），







持つ指導者を「20 年以上」として 3 群に分類を
行い，「10 年未満」が 29 名（6.5 ± 1.7 年），「10―
20 年未満」が 25 名（15.1 ± 2.8 年），「20 年以上」
















局面 HUT に基づいたタックル指導のポイント 誤った認識の回答率
Hit タックルする直前には後ろ脚がお尻の下付近にあることを意識する 82%
Hit タックル時にはつま先，膝，胸を一直線上に保つ 73%


































した結果，「高校・大学のみ」が 7.9 ± 2.1，「社会





K 群」の 2 群間で比較した結果， 「D 群」が 7.4.2





局面 脳震盪リスクの高いタックル指導のポイント 平均値 標準偏差
Hit 踏み込みと同時に相手に当たり，ドライブする 0.9 0.2
Buzz タックル時はとにかくスピードを落とさないことが大切 0.9 0.4
Rip とにかく突き抜けるようにタックルする 0.8 0.5
Shoot タックル時は低い姿勢で相手の懐に突っ込む 0.8 0.4
Brake Down 顎を引いて上目で相手を見る 0.7 0.5
Shoot 相手の番号の真ん中を狙ってヘルメットを入れる 0.6 0.5
Hit タックル時は上体を突き出すように踏み込む 0.6 0.4
Rip 両腕を大きく横から回して相手をしっかりつかむ 0.6 0.5
Brake Down 姿勢を低くするために上半身が地面と平行になるようにする 0.6 0.5
Buzz 相手との距離をつめる際はストライドを大きくとる 0.5 0.4





M SD M SD
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M SD M SD
危険スコア 7.0 2.2 7.0 2.4 0.0 0.0
＊ P ＜ 0.05
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と「資格なし」の 2 群間で比較した結果，「資格












ける「20 代以下」，「30―40 代」，「50 代以上」の
3 群間で比較した結果，「20 代以下」が 7.8±2.1，





における「10 年未満」，「10―20 年未満」，「20 年
以上」の 3 群間で比較した結果，「10 年未満」が
7.3 ± 2.4 点，「10―20 年未満」が 6.7±2.1，「20 年





「20 年以上」の 3 群間で比較した結果，「10 年未満」
が 8.2 ± 2.0，「10―20 年未満」が 7.5±2.2，「20 年
以上」が 5.9 ± 2.6 であり，多重比較検定の結果，
























20 代以下 （n=34） 30―40 代 （n=50） 50 代以上 （n=15）
F 値 多重比較
M SD M SD M SD
危険スコア 7.8 2.1 6.2 2.4 7.8 2.2 6.0 ＊ 20 代以下＞ 30-40 代
指導経験年数
10 年未満 （n=60） 10―20年未満 （n=26） 20 年以上 （n=13）
F 値 多重比較
M SD M SD M SD
危険スコア 7.3 2.4 6.7 2.1 6.0 2.4 2.1 　
アメフト経験年数
10 年未満 （n=29） 10―20 年未満 （n=25） 20 年以上 （n=45）
F 値 多重比較
M SD M SD M SD
危険スコア 8.2 2.0 7.5 2.2 5.9 2.6 10.7 ＊ 10年未満，10―20年未満＞20年以上
※多重比較検定は Bonferroni 法による













































































































































































ものの，16％（O’Donoghue et al., 2009）から 51%













































インディアナ州議会が Senate Enrolled Act Number 
222（SEA222）という法令を採択し，20 歳以下
の選手を指導しているフットボール指導者は，少
なくとも 2 年間に 1 度，選手の安全性と脳震盪に
関する指導者認定コースを受講することが求めら
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